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１. まえがき 有明海北岸低平地および河口域では，年間を

通じて継続的に浮泥･底泥が堆積している．河口近くの

22.5km 区間には 4 万 m3 以上 1)堆積しており，漁業域の航

路障害や漁港機能の低下が懸念されている．この浮泥･底泥

には第 2 種特定有害物質が自然含有している可能性があり，

平成 18 年度の調査では，絞り出した間隙水から土壌環境基

準値以上の溶出量が認められたことがある 2)．一方，佐賀

低平地域の陸域では有明海沿岸道路プロジェクトが進めら

れており，盛土材料の調達が一つの課題となっている．筆

者らは，前述の浮泥･底泥を有明海沿岸道路の盛土材料とし

て有効利用するため，不溶化効果 3) が認められている酸化

マグネシウム安定材(以下 MgO と称す)を用いた安定処理

に着目した．本報では，浮泥･底泥を MgO で安定処理した

際の溶出特性を検討した結果について述べる． 

２. 試験概要  

(1) 試料土・安定材 試料土(未処理土)として，図-1 に示

した佐賀市本庄江河口の浮泥・底泥を採取し，自然含水比

181.7％に調整して用いた．安定材は MgO，高炉セメント B

種(以後 BB と称す)および生石灰の 3 種類を用いた．安定

材添加量は 7 日養生時に同等の一軸圧縮強さを有する添加

量(MgO では 100 kg/m3 ，BB では 70 kg/m3 ，生石灰では 50 

kg/m3 )4）を基準とし，その 3 倍および 5 倍の添加量とした．

また，施工プロセスにおいての溶出量の挙動を調べるために，安定処理直後(2 時間後)，7 日後および 28 日後の 3

パターンを用いた．検査項目はヒ素・フッ素・ホウ素とした． 

(2) 実験方法 含有試験については環境庁告示第 19 号に準じ，溶出試験については環境庁告示第 46 号に準

じて行った．なお，溶出試験に用いた試料は以下のように作製した．試料土および安定材を 5 分間撹拌・混

合した後 φ50×100mm モールドに入れ，タッピングにより気泡を除去し，20℃の恒温室内で湿潤養生した．

その後，溶出試験に用いた．今回は溶出量の微量な変化を調べることを目的として，定量下限値(ヒ素：0.001 mg/l，

フッ素：0.1 mg/l，ホウ素：0.1 mg/l)以下のものについても整理している． 

３. 結果と考察 図-2 に未処理土のヒ素･フッ素・ホウ素含有試験結果を示す．指標のために土壌含有量基

準値を括弧内に示している．全ての項目において土壌含有量基準値以下であった．環境庁告示第 46 号によれ

ば，当該基準は自然的原因によることが明らかな場合は適用しないとされており，本試料土のような自然堆
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図-1 試料土(未処理土)の採取地点 
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図-2 未処理土に関する含有試験の結果 
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積浮泥などは適用外となる．しかし，間隙水の移

動，処理土の劣化，表流水の流入の影響による酸

化などの物理的変化に伴い，溶出特性にも変化が

生じる可能性は否めない．図-3 に各項目について

の溶出量の結果を示す．なお，安定材添加量 0 

kg/m3の値は未処理土の溶出結果を示している．す

べてのパターンにおいて土壌環境基準を超える値

は得られていない．ヒ素に関しては，安定処理に

よって溶出量は減少しており，処理直後が最も溶

出しにくいことがわかる．フッ素に関しては，

MgO および生石灰に比べて BB で処理したものは

ばらつきがみられる．MgO において 100 kg/m3添

加した場合にすでに溶出量はほぼ 0 mg/l であった．

ホウ素に関しては，安定処理によって溶出量は減

少している．ここで，フッ素およびホウ素に着目

すれば，MgO および生石灰について養生日数に伴

う顕著な違いはみられない．BB については，処

理直後では添加量の増加に伴う溶出量の減少傾向

がみられるのに対し，養生後 7 および 28 日では

150 kg/m3 添加した場合に最も溶出量が多くなっ

た．このことから，BB を用いた処理土のフッ素・

ホウ素の溶出特性は養生時間および添加量の変化

に応じて異なるものと考えられる． 

以上のことから，各種安定処理土の不溶化効果に

関して MgO および生石灰に共通するメカニズム

があり，これと比べて BB は特有なものであると

推測される． 

４. 結 論 本検討で得られた知見は以下のとおり

である．1)佐賀市本庄江河口の浮泥・底泥を酸化マ

グネシウム安定材，高炉セメント B 種および生石灰

を用いて安定処理を行った場合，フッ素の一部を除

いて，溶出量は減少傾向であった．2)フッ素および

ホウ素の溶出量の挙動から，MgO および生石灰に

共通する不溶化メカニズムがあると考えられる． 
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